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第１ 計画の策定趣旨 
 

 本市を取り巻く社会経済環境は、これまで以上に変化の幅と速度を増し、まちづくり

に求められる視点やアプローチも複雑さを増しています。人口構造の変化や技術革新、

価値観の多様化、さらには気候変動をはじめとする地球規模の課題など、さまざまな要

素が同時に進行し、地域社会に大きな影響を及ぼしています。 

 

 このような時代において、本市が将来に向けて確かな歩みを続けるためには、現状を

的確に見つめながら変化を前向きに受け止め、地域の力を引き出す方向性を共有してい

くことが求められています。こうした考えのもと、本市の 10 年間の指針となる最上位

計画として、本計画を策定します。 

 

 本計画では、とりわけ今後の市政運営に大きな影響を及ぼす５つの潮流を重視し、こ

れらの動きを深く理解することを通じ、本市が目指す将来の方向性を明確にします。 

 

 

１．次世代の育成 

  人口減少が続く中でも、地域の未来を担うのは子どもと若者です。社会全体で次

世代を育むという価値観が広がる中、子どもを地域全体の「宝」と捉え、その成長

をあらゆる立場から支えていく考え方が重要です。また、若い世代が自らの可能性

を信じ、地域の中で自己を発揮できる環境を整えることは、地域社会の持続的な活

力にも直結します。本計画では、こうした潮流を踏まえ、子育て支援と若者の活躍

支援など次世代育成を、本市の将来を左右する最重要の視点の一つとして位置づけ

ます。 

 

２．人材や働き方の多様化と地域経済の変化 

   技術革新や産業構造の変化、働き手不足などにより、働き方やキャリアの形成は

これまでにないスピードで変容しています。リモートワーク、兼業・副業、フリー

ランスなど、多様な働き方が一般化し、多様な個人がどこで、どのように働き、ど

のように暮らすかを柔軟に選択する時代となっています。地域経済においても、従

来の枠組みにとらわれず、新しい挑戦や創造を支える環境の重要性が増しています。

本計画では、こうした潮流を前提に、多様な働き方や産業の展開が地域にもたらす

影響を長期的視点でとらえ、地域経済の持続的な力を引き出す方向性を探ります。 
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３．市民や企業との協働の拡大 

社会課題の複雑化により、行政のみでは対応しきれない領域が増える一方、市民・

企業・団体・教育機関など多様な主体が、それぞれの強みを生かしてまちづくりに

関わる動きが広がっています。行政の透明性や説明責任を高め、市民や企業などと

ともに方向性を共有しながら進める姿勢が、一層求められるようになっています。

本計画では、市民一人ひとりがまちの未来をつくる「当事者」として関われる環境

づくりを重視し、協働によるまちづくりを進めます。 

 

４．交流の促進 

   人や情報、物資の移動がこれまで以上に活発化する中で、地域の魅力や価値は、

市内にとどまらず外とのつながりによって一層引き出される時代となっています。

本市においても、九州中央自動車道と東九州自動車道の整備が進むことで広域的な

アクセス性が大きく向上し、観光・産業・人材交流の幅が着実に広がりつつありま

す。また、東九州新幹線の整備については、実現に向けてこれからの 10 年でさら

に機運を高めていく重要な時期を迎えており、将来の交通ネットワークの姿を見据

えながら、地域としてどのような価値を創出していくかが問われています。こうし

た潮流を踏まえて、本計画では、交流人口の拡大を単なる来訪者数の増加としてで

はなく、「本市の魅力を高め、地域内外の人々が関わり合い、活力を生み出す力」

として捉えます。交通インフラの進展を契機に、地域の魅力を磨き、新たな交流や

連携が生まれる環境づくりを重視します。 

 

５．想定外の災害に備え、一人ひとりが自分の命を守る意識の高いまちづくり 

   気候変動の影響により災害の発生頻度や規模は予測が難しくなり、従来の延長で

は備えきれないリスクが顕在化しています。行政による対策の高度化が求められる

一方で、最終的に命を守る主体は「市民一人ひとり」であるという認識が、社会全

体でこれまで以上に強く意識されるようになってきました。本計画では、防災・減

災を支える市民意識の醸成を重要な潮流として受け止め、地域全体のレジリエンス

を多層的に高めていくことを重視します。 

 

 これらの潮流を踏まえると、本市が目指すべき未来の方向性が明確になります。次の

「基本構想（２０ページ）」では、この方向性を具体的な都市像として示します。 
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第２ 計画の役割と性格 
 

1 計画の役割 
 

（1）市政運営の基本となる指針を示した最上位の計画 

 長期総合計画は、将来を見据えたまちづくりのための様々な施策を総合的かつ効果的

に進めていくための基本的な指針となるもので、本市が進むべき方向を明確に示し取り

組むべき施策を体系化した、本市における最上位の計画です。 

 

（2）市民と行政が共通の理念の下にまちづくりを進めていくための指針となる計画 

将来を見据えたまちづくりの目標実現に向け、取り組むべき施策を明確にすることで

市民（事業者、自治会、ＮＰＯ法人等を含む。）と行政が共通の理念の下にまちづくり

を進めていくための指針となるものです。 

 

２ 計画の性格 

 

（1）市民の視点に立った、わかりやすい計画 

 今回の計画は、市民と行政が協働してまちづくりに取り組んでいくことを基本に、市

民の視点に立ったわかりやすい計画づくりを目指して、多くの市民の皆様のご参加のも

と計画を策定しました。 

 具体的には、各種施策において努力すべき目標を主要な指標で示し、また、市民と行

政の担うべき役割及び施策の基本的方向・目指す姿を明確にした計画です。 

 

（2）実効性のある計画 

 市民ニーズが複雑多様化し行政課題も多く存在しますが、本計画が総花的なものにな

らないように、課題を具体的に整理し、「第１ 計画の策定趣旨」にある大きな潮流を

踏まえて各種施策を展開することにより、実効性のある計画としています。 
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第３ 計画の構成及び期間 
  

計画は次のように「基本構想」「基本計画」により構成されています。 

 

１ 基本構想 

 

基本構想とは、これからのまちづくりの基本姿勢を明確に示し、本市の目指す都市像

を実現するために必要な基本目標及び施策の大綱を定めるものです。 

 期間は令和８年度から令和 17 年度までの 10 年間としますが、著しい環境の変化等

がある場合には見直しを行います。 

 

２ 基本計画 

 

基本計画とは、基本構想の下にその目標達成のために必要な基本的施策を総合的・体系的

に定めるものです。 

 期間は５年間とし、令和８年度から令和 12 年度までを前期基本計画、令和 13 年度から

令和 17 年度までを後期基本計画とします。 
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１ 沿革 

  

延岡地方は、江戸時代に城下町として栄え、明治 22 年（1889 年）には、町村制の実

施により延岡町制が敷かれました。大正 12 年（1923 年）、日豊本線の開通によって県

北物産の集散地としての経済的地位を確立するとともに、同年、旭化成㈱の前身である

日本窒素肥料㈱延岡工場の建設により、東九州屈指の工業都市としての第一歩を踏み出

しました。 

 昭和５年に延岡町、岡富村、恒富村の３町村が合併し「延岡町」となり、同８年２月

11 日に市制が施行され「延岡市」が誕生しました。その後、同 11 年には東海・伊形両

村と、同 30 年には南方・南浦両村と合併し市域を拡大しました。さらに、平成 18 年２

月には北方・北浦両町と、平成 19 年３月には北川町と合併し、広大な市域を有するま

ちとなりました。 

 この間、昭和 20 年の戦災による市街地の焼失や、数次の台風による洪水等、多くの

災害を受けましたが、市民の努力によりこれらを乗り越え、戦後の高度経済成長ととも

にめざましい復興と発展を遂げてきました。 

 現在、延岡市は、人口約 10 万８千人の宮崎県北の中核都市として、また、これまで

の東九州随一の工業集積地としての位置付けに加え、農林業や水産業など多彩な産業を

有するポテンシャルの高いまちとなっています。一方、西に祖母傾国定公園の山並を望

み、東には日豊海岸国定公園のリアス式海岸を織り成し、市内を五ヶ瀬川、北川等の清

流が貫流し、また市街地を一望できる愛宕山を有する風光明媚で自然豊かな都市ともな

っています。 

 また、城下町として栄えた本市は、歴史と文化に育まれた都市でもあり、市の中心部

に位置する城山は、県内最大の近世城郭として市のシンボル的存在となっています。加

えて、市内各地には神話に関する地名があるほか、記紀にまつわる神話が精神的な文化

遺産として代々語り継がれてきており、本市は産業と自然や歴史・文化が調和した都市

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

第４ 本市の沿革と現況 
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２ 現況 

 

（1）位置及び範囲 

 本市は、東九州地域の宮崎県北部に位置し、福岡まで約 324km、大阪まで約 808km、

東京まで約 1,365km の距離にあります。 

 市域は、東は日向灘に面し、西は西臼杵郡日之影町、南は東臼杵郡門川町、北は大分

県佐伯市に隣接する、東西約 47.6km、南北 38.69km、総面積 868.02k ㎡という、九州

で２番目に広い面積を持つ地域です。 

 

（2）地形・気候 

 本市周辺の地勢は、九州南部を西南から東北にかけて斜層する四万十層の山地が、宮

崎市から日向市にいたる平坦な海岸線と交差する部分にあたるため、東の海岸線は山地

が海に迫るリアス式海岸を形成し、市の西方から北方にかけては、九州の脊梁を成す九

州山地が県境に横たわっています。 

 

 市域を貫流する主要な河川としては、九州山地に源を発して東流する五ヶ瀬川、大崩

山を源とする祝子川、大分県から南流する北川があり、河口で合流し日向灘へと注いで

います。 

 気候は温暖多雨の南海型に属し、黒潮の影響により冬は暖かく、年間の平均気温は近

年 17℃前後で推移しており、平地部では年間を通してほとんど降雪はみられません。

また、年間降水量は 2,000mm を超えることが多く、3,000mm を超える年もあります。

平均湿度は約 78％と多雨多湿にありますが、冬季でも日照時間が長いことから年間日

照時間は毎年 2,000 時間を超えて全国的にも長く、恵まれた気候となっています。 

 

（3）自然の豊かさ 

 須美江海水浴場と下阿蘇ビーチは、平成 18 年度に環境省の定める「快水浴場 100 選」

に選ばれました。これは、全国の海水浴場、湖沼・河川等の水浴場の中から、水質・安

全性等の要件を満たす 100 ヵ所を選定したもので、中でも下阿蘇ビーチは、特に評価の

高い 10 ヵ所に贈られる「海の部特選」に九州で唯一、選ばれています。また、本市の

水産業は、総漁獲量で県内第１位の水揚げを誇っています(令和６年)。 

大分県と宮崎県の県境にまたがる祖母・傾・大崩山系とその周辺地域は、急峻な岩峰

や多様な渓谷など独特な景観美と原生的な自然を併せ持ち、希少動植物の宝庫としても

知られています。この豊かな自然を人々が敬い、守り、その恵みを上手に活用しながら

暮らしてきた地域であることが認められ、2017 年６月にユネスコエコパークとして登

録されました。また、本市は県内最大の森林面積を有するなど豊かな森林資源に恵まれ

ており、スギ素材生産量 34 年連続日本一を誇る宮崎県の一翼を担っています。 

 五ヶ瀬川は、国土交通省が実施している全国の主要な河川の水質調査において、12 年

連続で最高評価を受ける等、全国トップクラスの水質を誇っています。また、市民によ

る水辺の環境保全が活発な地域や、水に関する歴史・文化が育まれている地域等を対象

とする国土交通省の「水の郷百選」に選ばれており、これは鮎やな、流れ灌頂（かんじ

ょう）等の伝統行事、岩熊井堰（いぜき）等の古くからの利水施設の保存利用が評価さ

れたと言えます。 
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（4）人口・世帯数 
 
○人口・世帯数の推移 

延岡市は、令和２年国勢調査において

人口 118,394 人、世帯数 51,566 世帯とな

っています。昭和８年の市制施行時には

42,401 人であった人口が、都市化ととも

に急激に増加し、昭和 55 年には 154,881

人と着実な増加を見せましたが、その後

は減少傾向が続いています。 

また、平成 18 年２月と平成 19 年３月

の２度にわたる合併により人口は約 13

万３千人となりましたが、旧３町の地域

においても、これまで町外への労働力の

流出等で減少傾向が続いています。 

 

 

 

 

世帯数については、これまで核家族化

の進行により増加傾向にあり、また、１世

帯あたりの人員は、都市化の進展や核家

族化の進行、少子化等により減少傾向に

あります。 

 

 

○人口動態 

 わが国の人口は、出生率の低下に伴う

少子化の進行等により、これから人口減

少時代を迎えると予測されています。 

 本市においても、自然増減数が年々縮

小傾向にありましたが、平成 17 年には出

生が死亡を下回る自然減に転じていま

す。 

 また、社会動態については、近年減少の

幅が小さくなってはいますが、常にマイ

ナス（転出者数が転入者数を上回る）で推

移しています。 
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○人口の年齢別構成割合 

 若年層の人口が年々低下する中で、高

齢者の人口比率は急速に高くなる等、少

子高齢化が確実に進行しています。 

 

 

（5）産業 

 

○産業別就業者数 

 就業者数については､昭和 45 年をピー

クに徐々に減少の傾向にあります。 

 産業別に見ると、第１次産業と第２次

産業の就業者数は減少傾向を示していま

す。 

 

 

○農業就業人口 

 農産物の価格の低迷、担い手不足と高

齢化、国際化の進展に伴う国内外の産地

間競争の激化など、農業を取り巻く環境

には非常に厳しいものがあり、本市にお

いても、農業就業人口や農業産出額は

年々減少してきています。 
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○製造品出荷額 

 製造品出荷額については、社会情勢の

変化による影響もありましたが、近年の

経済対策により増加の傾向が見られま

す。 

 なお、旭化成㈱の創業の地である本市

は、ものづくり技術が集積する東九州有

数の工業都市として発展してきました。

現在も旭化成㈱の国内有数の生産拠点と

して、地元企業との協力体制のもと、「プ

ラノバ（ウイルス除去フィルター）」や「ベ

ンベルグ（キュプラ繊維）」等、国内をは

じめ世界トップシェアの製品が数多く製

造されています。 

 

 

 

○年間商品販売額 

 商業を取り巻く環境は、インターネッ

ト通販の拡大や定額制サービス（サブス

クリプション）の普及により個人の消費

形態が大きく変化してきています。今後

もAIの普及や物流の進化により環境が変

化していくものと推測されます。 

年間商品販売額については、人口減少

等の要因で市内全体の販売額がゆるやか

に減少する一方で、事業者の経営努力の

成果により、人口一人当たりの年間消費

額は近年増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「工業統計調査」・「経済センサス」及び「経済構造実態調査」 

「商業統計調査」及び「経済センサス」卸売・小売業 



 

１０ 

第５ 人口の現状及び将来展望 
 

１ 人口の現状分析 

 

■ 人口は一貫して減少傾向 

本市の人口は、昭和 55（1980）年の 154,881 人をピークに減少を続け、令和２（2020)

年には、118,394 人となっています。 

年齢３区分別人口を見ると、昭和 55（1980）年以降、生産年齢人口及び年少人口とも

に減少を続けている一方、老年人口は増加の一途をたどっています。平成７（1995）年よ

り後は、老年人口が生産年齢人口を上回り、その差が広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１１ 

■ 65 歳～74 歳人口が最も多く、20 歳～２9 歳人口が極端に少ない 

本市の年齢階層別人口の特徴として、34 歳以下では男性に比して女性人口が少なく、35

歳以上では男性より女性人口が多い傾向にあります。なお、人口のボリュームゾーンは、

男女ともに 70 歳～74 歳となっており、20 歳～29 歳の年齢層が極端に少ないことがわか

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１２ 

■ 人口減は転出が転入を、死亡数が出生数を上回っていることに起因 

平成 26（2014）年から現在まで一貫して転出が転入を上回る傾向にあります。また、

死亡数が出生数を上回る状態が続いており、その差は徐々に広がっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１３ 

■ 流出の中心は 10 代後半～20 代前半の若い世代 

 平成 27（2015）年から令和 2（2020）年における年齢５歳階級別純移動率を見ると、男

女ともに高校卒業後の流出が顕著で、特に女性の流出傾向が強いことが分かります。 

一方、20 歳代後半の男性は流入傾向があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１４ 

２ 人口の将来展望 

 

■ 将来展望の考え方 

本市人口の将来展望にあたり、国及び県の人口の将来展望を鑑みつつ、自然増減及び社

会増減の条件を以下のとおり設定します。 

この将来展望を踏まえて本市の課題への対策を講じることで、人口減少が続くことを受

け止めつつも、若年層の結婚・出産・子育ての多様な選択と個々の希望などが実現される

状況を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１５ 

第６ 前期基本計画と SDGs の 17 のゴール

の相関関係 
  

前期基本計画における基本目標ごとの取組と SDGs の 17 のゴールの関係性は、下表のと

おりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１６ 

第７ 市民生活の場面別・関連施策一覧 
本表は、市民の皆さまが人生の様々な場面や関心に応じて、関連施策を見つけられるよう

整理したものです。各施策は、代表分野に加え、関連分野にも位置付けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１７ 

〔ミライの延岡 絵画コンテスト作品集〕 

 

 

タイトル 「2045NOBEOKA」 

氏 名 等 大﨑 宙（南小学校５年）さん 

作品に込めた想い ぼくは、未来の延岡がもっとにぎやかで楽しい町になってほ

しいと思いました。絵の中には空を走る新幹線や高いビル、

遊園地や公園などをかきました。どんどん進化しても、自然

といっしょにくらせる明るい延岡をつくりたいという思い

をこめました。 

 

 

 

 

最 優 秀 賞 （ １ 作 品 ） 



 

１８ 

〔ミライの延岡 絵画コンテスト作品集〕 

 

 

タイトル 「しぜんいっぱいみんな住みやすい延岡」 

氏 名 等 安田 晴香（東海東小学校４年）さん 

作品に込めた想い はいきガスや、ゴミ、体によくないものがなくなるミライがい

いな。ミライの延岡で楽しくすごせるように。 

 

タイトル 「レインボーすべりダイナソー」 

氏 名 等 田中 芳樹（尚学館小学校１年）さん 

作品に込めた想い 未来の延岡には、あたご山に「レインボーすべりダイナソー」

ができていると思います。最後の恐竜すべり台をすべると、お

菓子のプールがあります。ぼくは、空飛ぶ車に乗っています。

動物も空を飛べるし、動物型のロボットもいて楽しいまちにな

っていると思います。 

優 秀 賞 （ ２ 作 品 ） 


